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技術報告編

地域 の 人 々 に親 しまれた大径木の樹勢回復 と移植保存
と養生管理
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1．は じめ に

　さい た ま 新都心 再 開発事業 （所在地 ；埼玉 県 さい た ま

市　施行者 ：都市基盤整備公 団埼 玉 地域支社）に と も な

い 、旧 片倉製糸工 場跡地 に あ り、永い 間地域の人 々 に し

た しまれて きた、大ケヤ キ を樹勢回復 し、公園用地 に移

植保存 した事例を こ こ に報告する。
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22 ，0m

3 ．65m

15 ，0m

250 〜300 年

3 ．移植保存 の 経緯と保存 へ のコ ンセ ンサ ス

　当該ケヤキは、片倉工業株式会社の 1日大宮製糸所敷地

内 に生育してい た。シ ョ ッ ピン グセ ン ターカ タク ラパ ー

クの 建設にともない 、地域の 人 々 に親しまれ、埼玉県の

県木 で ある こ とか らカ タ ク ラパ ーク の 広場に 昭 58 年

4 月 に 移植された。そ の 際、運搬途中に 大枝及び根鉢の

損傷を受けたが活着 し、カ タ ク ラパ ークの シ ン ボル ツ リ

ー
として 親 しまれ て きた。そ の 後、旧国鉄大宮操車場を

中心 に、当時の 大宮市、与野市、浦和市 （現在はさい た

ま市）にまた が る
一

帯、面積 47．5ha 特定再開発事業 が

都市基 盤整備公 団施行 に よ り、さい たま新都 心 と して 整

備 されるこ とになり （平成 3 年 4 月事業認可）カ タ ク ラ

パ ー
クは廃止 され る事に なっ た 。

　本ケヤ キ は、昭和 58 年の移植時の 損傷や、老木であ

る こ とによる幹の 空洞化、枯損枝も目立ち樹勢はか な り

衰えてい た。しか し、この 地域の人々 に永 い 間親 しまれ

て きた シ ン ボル ツ リーで ある こ とから、地域 の 人々 、市、

県の 強い 要望等に より、将来 の 公園用地に移植保存する

こ との コ ン セ ン サ ス を関係者 か ら得 られ た。そ して 、再

開発 事業 の 展開上、平成 9年 （1997） 3月、公 園用地隣

接地 に トレ
ー

ラ
ー

車運搬 によ る仮移植 （運 搬距離 300m ）

されて い た。（写真
一1 ・2 ）そ の 後、平成 13 年 （2001）

3 月、公園用地 へ の 本移植を行い 、平成 14 年4 月 2 日

まで 樹勢回復の た め の 養生管理 を行 っ た。 本稿は 、 公園

用地への 本移植と樹勢回復を図っ た養生管理 の報告で あ

る。
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写真一1　 トレ
ーラー車で の 運搬状況 （側面） 写真一2　 トレーラ

ー車で の 運搬状況 （正面）
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4 ．本移植

（1）工 事概 要

工 事件名　さい たま新都心地区東側公園基盤整備 工 事

　　　　　 （移植 工 事）

　　　　 さい たま新都 心 地区 16 及び 公 園街区植栽

　　　　 等管理業務 （管理工 事）

発 注 者 　都市基盤整備公団埼 玉 地域支社

工 　　期　移植 工 事　平成 13 年 3 月　 1 日か ら

　　　　　　　　　 平成 13 年 3 月 31 日ま で

　　　　 管理 工 事　平成 13 年 7 月 11 日か ら

　　　　　　　　　 平成 14 年 4 月　 6 日まで

工 事場所　埼 玉 県大宮市吉敷町 4 丁 目（現 さい た ま市）

（2）移植 工 事

（i）ケヤキ の 樹勢状況

　す で に 2 回の 移植に耐えた樹齢 250 年以上 の 老木で

ある。樹勢調査 （平成 9年 8 月）に お い て、主幹 ・主枝

に空洞を形成して い る。根元に は腐朽部があり大きな開

口空 洞 （100cm × 30cm 　写真
一9 ）があ っ た。

きの こ （ベ ッ コ ウタ ケ）の 子 実体の発生が度 々 み られた。

新枝の 伸長量が少なく葉の大きさもやや小さか っ た 。 全

体と して活力度評価は、衰退度 3 （林野庁　 1990 案

に準拠）であっ た。

（il）現場状況

　移植先は連続した平坦な工 区内で 、敷地内及び上空に

建築物等障害物は なく、移動距離は 60m 程度 で ある。

図況状場現内地敷ユ一図

／

（ii）施工方法の検討及び決定

　今回 の移植先は連続した平坦な工 区内 で あ り、また移

動距離も 60m 程度の 為、通常は立曳き工 法で ある。し

か し、仮植地と定植地 の 間に歩行者用道路用地があり、

その 下に水道管 ・ガ ス 管等の 埋 設設備が あ り過度の荷重

を荷せ られ なか っ た。した が っ て、別 な施工 方法 の 検討

が必要 となっ た。

  既存埋 設設備 に荷重を加 え ない 。

  腐朽部 （根元部分）に負担をか けない 。

  樹木に対す る影響を最小限に抑 え る。

  の 条件を満たす為に は 吊 り上げて空中を通すの が最

　良で ある。

  〜  の条件を満たすに は 立 っ たまま根鉢を吊り上げ る

の が最良で ある。

  〜  の 条件を満たす為に は根鉢を何らか の 方法 で養生

し、（植木鉢状態）そ れ ごと 吊 り上げ る方法が最良 で は な

い か。

　以上 の こ とか ら根鉢の 周 りをH 鋼材で 三 重の 井形 に組

み上げた枠ごとク レーン で 吊 り上げて 、2 台の ク レ
ー

ン

で打っ て 返 し、歩行者専用道路を飛び越えて 60m 移動

する方法を採用 した 。

　 吊り上げク レ
ー

ン は樹重 （55t ）及び吊り上げに伴

うH 鋼材枠等装備 （25t ）計 80t と樹高 22m を考

慮 して、360t ク レ
ー

ン 2台と した。（た だ し当日36

0t ク レ
ー

ン 2 台の 手配が 付 かず、500t ク レ
ー

ン と

360t ク レ
ー

ン の 2 台で作業を実施した。）

移植 の 手順
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・堀取 り場 ・移植先 の 状況礑認

・堀取 りの 方法 ・順序 ・方向等

を確認

・仮設歩行者道 の 移設

・50t ク レ ー
ン 車 ・高所作業車 に

よ り吊 し切 り作業

・ウロ 補修 ・幹巻き作業 に 先立 ち作

業床足場を幹巻 き範囲まで組み 上げ

る。
・チ オ フ ァ ネートメ チル ペ ー

ス ト剤

を塗布 し、空洞部に は ウレ タ ン発

泡剤を注入する。

・緑化テ
ー

プにより幹巻きする。

・ウロ 補修 ・幹巻き作業後解体

堀取 り地掘削

画

・重機 及び 人力 に て 所定の 作業範囲

を掘削する。

・重機及び人力に て 計画根鉢寸法に

仕上げ、そ の 際の 支障根は鋭利な刃

物を用い て切断 し、切断面にはチオ

フ ァ ネー
トメ チル ペ ー

ス ト剤を塗布

す る。
・緑化 テープ ・コ モ ・麻縄等を用四則

面部の 根巻きをす る。
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璽

璽

魎

・H 鋼材 の 設置

・鋼材 を組み上げた後新規の ワ イ ヤ

ー支柱を鋼材に シ ャ ッ ク ル で 固定

　し幹部分の 動揺の 防止 処置を行 う。
・重機及び 人力に て所定の 深 さ ・幅

に掘削し、土壌調査 を行 う。

・良質土 と土壌改良材 を混合 し、移

植先付近に仮置きする。

黒土　 100m3 　 0H − C（401 ）

120 袋 タテ ヤ マ ユ
ー

キ（20kg ）

240 袋 以上を混合 して 、下層

に ホ ワ イ トロ
ー

ム （661 ）146 袋

を敷き込み根鉢側面には、DO パ

イプ（φ ユ 50 、L ＝2m ）6本を

設置す る。

柱工 （ア ン カー
）　 ・所定の 位置 に 設置する。

巫

鬮

鬮

え付け

囲

・500t トラ ッ クク レ
ー

ン にて玉

掛 ワ イヤ
ー

（φ50mm 　 L ＝30

m ）を用い て 根鉢保護材に シ ャ ッ ク

ル を通 して 固定する。

・地切 りの 際バ ラ ン ス 及び吊り荷の

状態を確認 し、1回 目の 移動箇所に

旋回 す る 。

・もう
一
台の 360t トラ ッ クク レ

ーン に 吊っ たままの 状態 で高所作業

車と玉掛けワ イヤ
ー
掛け替え用の

50t ラ フ タ
ー

を用 い て掛け直した

の ち、最初の 500t トッ ラク ク レ

ー
ン は、最終場所に移動 した の ち、

地切りの 際バ ラ ン ス 及び吊り荷 の 状

態を確 認 し、2 回 目の 移動場所 に旋

回 す る。

・前行程 をもう
一度繰 り返 して、掛

け直 し植え付け場所に旋回移植する。

根鉢保護材を撤去後、予 め用意 して

い た改良土にて埋 め戻 しを行い 、傾

き等がない ように確認を して ワイヤ

ー
支柱にて固定する。水極め を行 い

傾き等の 最終確認をす る。水極め の

際に発根促進剤 の 投与を行 う。

・掘削箇所の 埋 め戻 し及び 清掃片付

けをす る 。
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（iv）施 工 状況

写真
一3　剪定状況 写 真

一4　 足 場設置

写真一5　根巻き作業後

写真
一6　根鉢養生状況
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写真
一8　掛け替え状況 （拡大） 写真

一10 　不定根発根促進処置

（3）樹勢回復 工

（i）根系回復対策

・根系の 回復を早期に 実現す る 為 に、植栽基盤 を良好

　 にする為、以下 の 通 り実施 した。

　 黒 土 　　　　　　　　　　100m3

　 0H − C　　　　 （401 ）　 120 袋

　 タテヤマ ユ
ー

キ　（20kg ）　240 袋

　 以上を混合 して、埋め戻 し用土と した。

　 根鉢底部にホ ワ イ トロ
ー

ム （661 ） 146 袋

　 を敷 き込み根鉢側面には、酸素補給用 の

　 DO パ イプ （φ 150 、L ＝2m ） 6 本

　　 を設置した。

（li）不定根の 発根促進処理

最も開 口 空 洞 が 大 きか っ た所 に 新 しい 不定根 を形成

させ そ の 根 を 太 らせ て修復 させ よ うと試み た。

　（写真一10 　不定根形成促進処理）

（丗 ）開 口部 （ウロ ）修復

　 開 口部を形成層の修復を促す為チ オ フ ァ ネー
ス トメ

チル ペ ー
ス ト剤塗布の 上 ウレ タ ン 発泡剤を注入 した。

写真一9　根 元 ウロ 及 び 空洞状況

（4 ）養生管理

（i）養生管理 内用

消毒 工

　 　 　 　 　 10 回

　　　　　　 1回

　　　　　　 2回

そ の他 （定期点検）
・樹勢調査内容 （調査日平成 13 年 10 月 16 日） と

して衰退度評価 （林野庁 1990 案 に 準拠）による

と3 か ら 2 ま で 回 復 した。

（li）今後の 管理 内容

以上の こ とか ら今後の 管理 内容と して、下記 の こ と

を引き続 き行 うように 工事終了引き渡 し時に報告

　した。

  根系保護 の 為、根域に構造物及び踏圧等の か か ら

ない ようにする。 （公園予定地 の為）

  菌類発生 の 防険 （チオ フ ァ ネート・
フ ロ ン サイ ド

等 に よる。）

  施肥及び通気注の確保をする こ と。

  夏場等 の 日照りが続く場合に は、十分灌水するこ

と。（薬剤投与 も行 うHB − 101 、3000 倍液

施布 が 望ましい ）

  定期点検 （害虫 ・病気 ・ワ イヤ
ー

支柱等）

薬剤散布 工

薬剤灌注工

灌水 工

樹勢調査

除草工

7 回　チ オ フ ァ ネート水和剤

　　　フ ロ ン サ イ ド水和剤

1 回　HB − 101 葉面散布

2 回 メネデー
ル

　 　 　5t 〜10t

　　 樹木医立ち会い

　　 草刈 り機 ・
人力

　　　　40 回　樹勢状況等
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